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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 分裂酵母（Schizosaccharomyces pombe）の胞子形成は減数分裂を伴う配偶子形成過程である。本論文では、
栄養増殖と胞子形成の両方に関与する２つのsev遺伝子の機能について論述している。 
まず、sev1遺伝子は細胞周期のG1-S期と減数分裂前S期に特異的に転写誘導されることを示した。sev1欠
失変異株は低温感受性で、低温では細胞周期のS期の進行が遅延していること、減数分裂前DNA複製も阻害さ
れており第一減数分裂前で停止することを証明した。多コピーでsev1変異を相補する遺伝子として、リボヌク
レオチドレダクターゼをコードするsuc22遺伝子を発見した。sev1変異株ではSuc22タンパク質がG1-S期に
おいても核内にとどまり、逆に sev1過剰発現株では Suc22が恒常的に細胞質に局在することから、Sev1タン
パク質は本酵素をG1-S期に核外へ移行させることにより、リボヌクレオチドの合成を促進する重要な機能を担
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っていると結論している。 
次に、sev4遺伝子はP-type ATPaseをコードしていること、本遺伝子が第二減数分裂において発現が上昇す
ることを見いだした。sev4変異株は高濃度Ca2+イオンに感受性で、細胞内カルシウム濃度が上昇していた。ま
た、胞子形成時には、異常な前胞子膜の形成が見られた。これらの結果から、前胞子膜形成が正常な細胞内カ
ルシウム濃度に依存していることを結論した。 
 このように、同じ遺伝子が栄養増殖期と胞子形成期に発現し、両過程において重要な機能を果たすことを実
証した本研究は、細胞生物学の研究分野に貢献するところが大であり、博士（理学）の学位を授与するに値す
ると審査した。 
 
